平成２５年度　宇都宮市立横川西小学校　学校評価書
※　網掛けのない部分が計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。
１　教育目標（目指す児童像含む）
	　人間尊重の教育を基盤に国際社会に生きる日本人として，心身共に健康で，自ら学ぶ意欲をもち，創造的に考え，知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童を育成する。

児童目標【 げんきで　かしこく　やさしい子 】

◇　健康で，がんばる子ども（体力・気力）　　　　　　◇　よく考え，すすんで学ぶ子ども（創造力）　　　　　　　　　　　　　

◇　きまりを守り，思いやりのある子ども（責任・思いやり）


２　学校経営の理念（目指す学校像含む）

	◇　互いを認め合い，思いやりのある学校　　　　　　　　◇　保護者・地域から信頼される学校
◇　高い指導力と愛情をもって，児童と向き合える教職員　◇　協調性に富み，責任感のある教職員


３　学校経営の方針（中期的視点）　※地域学校園内で共通する方針は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。
	教育目標達成のために，児童を中心とした活力に満ちた明るく，楽しい学校づくりを目指し，全職員が和と協力，熱意，そして人間尊重の精神を基盤に『生きる力』を育む教育に取り組むとともに，地域の特性を生かした特色ある学校経営を推進する。
(1)　基礎・基本の確実な定着を図るとともに，コミュニケーション能力を高める学習指導の推進を図り，互いのよさを認め合いながら学習させることで，学ぶことの楽しさや成就感を体得させ，自ら学び，自ら考える力の育成に努める。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（確かな学力の育成）
(2)　情操豊かな教育環境の充実と「命あるものを大切にする心」「思いやりの心」「地域を愛する心」など心豊かでたくましい子どもの育成に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（豊かな心の育成）
(3)　進んで運動に親しみ，健やかな体を育む体育指導の充実を図るとともに，保健安全教育の推進に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健康・体力の向上と保健安全教育の充実）
(4)　全教職員の共通理解のもと，特に配慮が必要な児童への指導の充実に努める。　　　　　　　　
（特別支援教育の充実）　　　　　　
(5)　教育者としての使命感の高揚と連帯感を基に，自主的な研修をとおして資質の向上に努める。　
（教職員の資質の向上）
(6)　学校・家庭・地域社会の実態を踏まえ，家庭・地域との連携を密にしながら開かれた学校の実現に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家庭・地域社会との連携及び開かれた学校）


４　今年度の重点目標（短期的視点）※地域学校園内で共通する目標は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。
	【　学　校　運　営　】
◇　創意と調和のある教育課程の編成・実施・評価・改善に努めながら，信頼される学校づくりを推進する。
◇　特に配慮が必要な児童への指導の充実を図る。
【　学　習　指　導　】
◇　基本的な学習態度を身につけ，主体的に学ぶ児童の育成を図る。
　・基礎・基本の確実な定着を図る授業の展開　　　　　・互いを認め合い励まし合う学習活動

　・一人一授業の実践と指導力向上　　　　　　　　　　・コミュニケーション能力を高める学習活動
【道徳教育（児童生徒指導）】

◇　互いを認め合い，相手を思いやる態度の育成を図る。
　・道徳の時間の充実　　　　　　　　　　　　　　　　・全校道徳の実施

　・互いを認め合える温かな人間関係の醸成　　　　　　・児童の「よさ」の発見と賞賛

　・マナーを大切にする態度の育成　　　　　　　　　　・規範意識の育成
【健康（保険安全・食育）・体力】

◇　進んで運動に親しむ態度の育成と体力や技能を向上させる指導の充実を図る。
　・運動に親しむ態度の育成と教科体育の充実　　　　　

・「元気っ子健康体力チェック」「元気っ子運動プログラム集」の活用と「ミニマム」達成率の向上
・望ましい食習慣の指導の充実　　　　　　　　　　　

・危険回避能力の育成


５　自己評価（評価項目のAは市共通，Bは学校独自を示す。）
※地域学校園内で共通する取組は，文頭に○印を付ける。
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充　Ｂ継続　Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。
	項目
	評価項目
	主な具体的な取組
	方向性
	評　価

	学校運営の状況
	A１　学校は，活気があり，明るくいきいきとした雰囲気である。

【数値指標】
児「自分は今の学校が好きである」

保地「学校全体に活気があり，明るくいきいきとした雰囲気である」

　⇒肯定的回答９０％以上
	1 適正な学校運営に努める。

・学校評価を生かした保護者・地域と一体化した学校づくりの推進

・主体的に活動する児童への適切な支援

・水曜日にロング昼休みを設け，担任と一緒に学級集団で遊ぶ時間を作る。


	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９６．８
９４．０
１００
９３．７
１００
９３．２
９３．３
９４．７
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】
教職員，保護者，児童ともに肯定的な回答が９０％を超え，地域住民は１００％と高い回答であった。今後も，居がいのある学級づくり，学校づくり，活気ある学校づくりを進めていきたい。

	
	A２　教職員は，組織の一員として熱心に教育に当たっている。

【数値指標】
児「先生方は，大切なことを熱心に指導してくれる」

保地「教職員は，教えるべきことを熱心に指導している」

　⇒肯定的回答９０％以上
	1 教職員の資質と能力の向上に努　

める。

・「報告・連絡・相談」を徹底する。
・教師の授業力を向上させる。

・教材研究や教材の共有化をする。

・教育相談やＱＵを実施し，児童の考えや悩みを適切にとらえ，指導にあたる。

・児童のよさを認め励ます指導を心がけ，保護者と十分連携をとる。
	Ｂ　
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

１００
９１．７
９３．８
９８.７
９６．８
９２．１
１００
９６．６
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】

児童は昨年度を若干上回ったが，保護者，地域住民は昨年度を下回った。個々の児童にあったきめ細やかな指導を次年度も継続し，一層の充実に努めていきたい。

	
	A３　児童は，授業と生活のきまりやマナーを守り，秩序があり安全な学校生活をしている。

【数値指標】
児保地「児童は授業と生活のきまりやマナーを守って生活している」

　⇒肯定的回答８５％以上
	1 基本的生活習慣と規範意識を育

　成する。

・「横西小よい子の一日」を活用した統一的・継続的な指導をする。

・生命や人権の尊重・規範意識の向上を題材とした授業（道徳・学級活動等）を実施する。

・児童のきまりやマナーに対する意識を高めるため，生活当番活動の充実を図る。
	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９３．５
８９．２
１００
７８．２
１００
８８．４
９３．３
８４．６
　▲数値目標　未達成（児童）
【次年度の方針】

教職員・児童の肯定的回答が昨年度より下がっている。規範意識の向上に向けて徹底した指導が必要である。特に「横西小よい子の一日」については教職員間でさらに共通理解を図るとともに，各学年各学級での同一歩調での指導ができるようにする。

	
	A４　教職員は，分かる授業や児童にきめ細やかな指導を行い，学力向上を図っている。

【数値指標】
児「先生方の授業は分かりやすく，一人一人に丁寧に教えてくれる」

　⇒肯定的回答９０％以上

保地「教職員は，児童一人一人が理解できるように教材を工夫するなど，きめ細かな指導をしている」

⇒肯定的回答８５％以上
	1 学習指導の工夫・改善を図る。

・導入や指導方法の工夫をする。

・ＴＴ指導や少人数指導，習熟度別学習等を効果的に実施する。

・かがやきルームの有効的活用及び指導体制の充実を図る。

・授業力向上のため，校内研修の充実を図る。

・一人一授業を実施するとともに，充実した授業研修会を行う。
2 学校での指導の様子を，家庭や

　地域へ発信する。

　（学校便り，学年だより）
	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

１００
８６．６
９３．８
９６．５
１００
８７．２
１００
９５．６
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】

学習指導の工夫・改善の努力が，保護者や地域の方へも理解されつつある。引き続き，児童一人一人が，分かったと実感できる指導の工夫を実践していくとともに，わかる授業・きめ細かな指導について，保護者や地域への広報活動を工夫していく。また，教職員の指導力向上のため，今後も校内研修のさらなる充実を図っていく。

	
	A５　日課，授業，学校行事などの教育課程は，適切に実施されている
【数値指標】
児「自分の学校生活や様々な活動は充実している」

保地「学校の日課，授業，行事などは，適切に実施されている」

　⇒肯定的回答９０％以上
	1 国や宇都宮市で定める標準時数

　を上回る授業時数を十分に確保し学力の向上を図るとともに，学校行事を計画的に実施することにより，確かな学力と豊かな心を身に付けさせる。

2 特色ある教育課程の編成に努め　

る。

・学校行事等の児童活動の面からみた反省及び次年度への改善を行う。
	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

１００
９６．０
１００
９３．０
１００
９６．１
１００
９４．６
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】

肯定的回答の割合が高かった。今年度の反省をしっかり行い，更に創意工夫をした教育課程を作っていく。また，柔軟な対応と弾力的な運営を行っていく。

	
	A６　学校の公開や情報の積極的な発信・提供が行われ，開かれた学校づくりが進められている。

【数値指標】
保地「学校は，学校便りや学校公開などで，積極的に情報を発信・提供している」

　⇒肯定的回答９０％以上
	1 保護者や地域に信頼される学校　　　　

づくりに努める。
・各種便りの発行やホームページによる情報の発信を積極的に行う。

・土曜授業（オープンスクール）や授業参観を効果的に実施するとともに，その持ち方を見直し，学校の現状や取り組みを，地域や保護者に積極的に発信する。
	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

１００
９５．５
１００
１００
９５．６
１００
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】

保護者と地域住民の肯定的回答が昨年度と同様に高かったことから，本年度の取り組みをもとにして，一層開かれた学校づくりに努める。オープンスクール参観後のアンケートも継続実施し，さらに良いものにしていく。

	
	A７　学校と家庭・地域・企業等との連携・協力を図った地域の学校づくりが推進されている。

【数値指標】
児「自分は，地域や企業の方々と一緒に活動することで学習が充実し，楽しい」

　⇒肯定的回答９０％以上

保地「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動や学校運営の充実を図っている」

　⇒肯定的回答９０％以上
	1 地域人材の活用や企業の専門性

を生かした学習を推進する。
・上下水道局，税務署，富士重工など，専門分野の企業，地域の企業等と連携した授業を年間計画に即して行う。

・家庭・地域・企業等と連携した活動の広報活動を充実させる。
・地域の「見守り隊」「自治体」「育成会」「老人クラブ」等との各団体との連携・協力を推進する。


	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

１００
９１．６
１００
９３．７
１００
９２．６
１００
９４．２
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】

肯定的回答の割合が昨年度同様高かった。地域の人材や企業の協力を得て，学習を進めている状況について，保護者や地域住民の方々にその趣旨や内容を更に理解していただけるように，学校からの便り等を使って発信するなど努力していく。

	
	A８　校内は，学習にふさわしい環境となっている。
【数値指標】
児「学校は，清掃がしっかり行われ，学習しやすい」

　⇒肯定的回答９０％以上

保地「学校は，荷物や備品が整理整頓されるなど，学習しやすい環境である」

　⇒肯定的回答８５％以上


	①　花壇・教材園を中心とした環境整備に努める。

・校舎内外の整備をする。

・教室や教材教具の整備・補充をする。

・学習意欲を高める掲示や環境構成の工夫をする。

・花壇整備の様子や校内掲示物の様子は学年だよりを活用して広報活動に努める。

2 ＰＴＡ・ボランティアの協力を仰ぐ。

・トイレや廊下を特にきれいにする。

・地域に貸し出す体育館等の清掃に力を入れる。
	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９３．５
９１．０
１００
８８．６
１００
８９．０
１００
９０．２
　◎数値目標　達成
【次年度の方針】

ＰＴＡの奉仕活動による北校舎３階の教室・廊下の掲示板の張り替え作業，北校舎２階児童用トイレの全面改修，南校舎外壁改修工事などで学校はきれいになり，児童の学習環境としてとても良くなってきた。引き続き，清掃の仕方の工夫・改善や教室環境の見直しを図ったり，清掃ボランティアの方々のご協力をいただいたりしながら，さらに良い学習環境となるよう整備していく。施設・設備の老朽化に伴う不具合は，引き続き市へ改善要望を出していく。

	教育活動の状況
	生

活
	A９　児童は，進んであいさつをしている。

【数値指標】
児保地「児童は時と場に応じたあいさつをしている」

教児地⇒肯定的回答９０％以上

保　⇒肯定的回答８０％以上
	1 児童の創意を生かしたあいさつ

運動の推進を図る。

○家庭・及び地域協議会と連携した地域ぐるみ（陽南中学校区）の「あいさつ運動」を実施する。

・児童会による「あいさつ運動」の内容・方法を工夫，改善する。

・あいさつ標語の作成方法，掲示の仕方を工夫する。
	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

８３．９
７６．８
９３．８
８６．２
１００
７４．８
１００
９２．８
　▲数値目標　未達成（教職員・保護者・児童）
【次年度の方針】

教職員による率先したあいさつ及び指導の徹底を図る。また，あいさつ運動に関する取り組みについて地域や保護者へ紹介するとともに，地域の方々や保護者の方々からも，児童へあいさつの声かけをしていただくよう依頼する。あいさつ標語の募集や掲示も継続していく。

	
	
	A10　児童は，正しい言葉づかいをしている。

【数値指標】

児「児童は，時と場に応じた言葉づかいをしている」

保地「児童は，大人に対して，適切な言葉づかいをしている」

教児地⇒肯定的回答８５％以上
保　⇒肯定的回答７５％以上

	1 児童の言葉遣いについては，日　　　　　　

常の指導を継続する。

・時と場に応じた言葉づかいを身につけさせるため，学校生活の様々な場面において，気持ちのよい言葉づかいについて指導していく。

・生活目標により自覚を促す。

・「横西小よい子の一日」を活用した統一的・継続的な指導をする。
・学年だより等により，保護者の協力を仰ぐ。
	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

７１．０
７５．４
９３．８
７６．３
９６．８
７１．１
８６．６
８５．５
　▲数値目標　未達成（教職員・児童）
【次年度の方針】

地域や保護者の方々からは改善されている印象を受けるが，教職員と児童から見た肯定的回答の割合は下がっている。このため，友達同士や集団の中での望ましい会話の仕方などについて，今後も指導改善を図っていく。

	
	
	B１　児童は思いやりの気持ちをもって仲良くしている

【数値指標】

児「児童は，思いやりの気持ちをもってみんな仲良くしている」

保地「児童は思いやりの気持ちをもって友達と仲良く学校生活を送っている」

⇒肯定的回答９０％以上
	1 道徳教育の充実を図る。
・全学級とも授業参観時に，道徳授業を一斉公開する。

・教育相談やＱＵを実施して，児童の考えや悩みを適切に捉え指導にあたる。

・児童からの悩み相談に対しては，学級担任，学年，学校全体で支援にあたる。

・児童が明るく生き生きと活動に取り組めるよう，学校行事や児童会活動，縦割り班活動などの実施方法を工夫する。
	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９３．５
８９．８
１００
８７．８
１００
９１．３
９２．８
９１．４
　▲数値目標　未達成（保護者・児童）
【次年度の方針】

児童のよさを認め伸ばし，生かす指導を継続していく。また，今年度に引き続き，年間３回の「学校生活をよりよくするためのアンケート」及び「教育相談」を実施し，学級，学年を越えて学校全体として児童指導に取り組んでいく。全学級道徳公開授業も，次年度継続して行っていく。

	
	健康・体力
	A11　児童は，進んで運動する習慣を身に付けている。

【数値指標】
児保地「児童は，休み時間や放課後などに積極的に運動している」

教児地⇒肯定的回答９０％以上
保  ⇒肯定的回答８５％以上
	1 教科体育を中心とし，運動の楽

しさや喜びを味わわせる授業を工夫する。
・体育授業中の運動量を確保する。

②　児童が進んで運動に取り組むことのできる体育的環境の整備と体を動かす遊びの日常化を図る。

・ロング昼休みの工夫と外遊びの奨励をする。

・横西タイムの有効的な活用（体力・運動技能の向上）をする。


	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

８０．６
８５．３
１００
８７．４
９０．６
８３．２
９２．８
９１．４
　▲数値目標　未達成（教職員・児童）
【次年度の方針】

昨年同様，体育館を開放したり,児童会活動での縦割り班遊びなどをしたりして，体を動かす楽しさを味わわせる。ロング昼休み＝外遊びも継続していく。さらに，体を動かしたいい児童に対して運動に取り組む機会を増やしたり，委員会を活用してイベントを実施したりする。

	
	
	A12　児童は，栄養のバランスを考えて食事をしている。

【数値指標】
児地「児童は，好き嫌いなく給食を食べている」

保「自分の子どもは，好き嫌いなく食事をしている」

⇒肯定的回答８０％以上
	1 食の指導や給食指導の充実を図

る。

○陽南中学校区で，同一日に「お弁当の日を実施する。

○９年間を見通した「食育ファイル」を作成する。

・朝食をとっていない児童や偏食の児童に指導をする。

・・学校栄養士・養護教諭と連携した

食育を実施する。

・保護者への啓蒙を図る。
	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

７７．４
７１．０
９１．７
８２．０
７８．１
６９．３
１００
８４．０
　▲数値目標　未達成（教職員・保護者）
【次年度の方針】

大きな変化は見られなかった。引き続き食育指導を継続するとともに，学校での取り組みの様子をお便り等で知らせ，家庭での食育についての啓発活動を続けていく。

	
	
	B２　児童は，自分の健康保持や，安全を考えて行動している。
【数値指標】

児「自分はいつも健康でいられるよう，また，けがをしないように考えて行動している」

保「自分の子どもは，自分の健康保持や安全を考えて行動している」

地「児童は，自分の健康保持や安全を考えて行動している」

⇒肯定的回答８０％以上


	1 健康教育の充実を図る

・常に健康で過ごすためにどうしたらよいかを考えさせ，自分から率先して行動できるように指導していく。

・うがい，手洗い等の励行やハンカチ，ちり紙の携行，教室の換気をする。
2 安全教育の充実を図る。
・危険予知能力を高めるため，日頃から安全な生活について指導する。
・室内での過ごし方，廊下の歩行や校庭での遊び方など，「横西小よい子の一日」を活用して指導していく。
・交通事故予防，特に自転車の乗り方について，保護者への協力を依頼する。
	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９３．５
７９．２
１００
９０．０
９６．８
７９．３
８５．７
８５．５
　▲数値目標　未達成（保護者）
【次年度の方針】

児童の肯定的回答の割合は上がっており，校内外での安全生活を意識しつつあると思われる。避難訓練については，いろいろな場面を想定して実施する。校庭に避難する場合，避難しない場合など，日常的に取り入れていざという時に備えていくようにする。特に，指導者がそばにいない場合でも，自分で考えて，自分の身は自分で守れるようにしていく。健康については，昨年度同様保健だよりや保健委員会からの啓発活動を継続していく。

	
	学

習
	A13　児童は，進んで学習に取り組んでいる。

【数値指標】
児保地「児童は，授業中に進んで話し合うなど，積極的に学習している」
教「児童は，授業中に進んで話し合い，分かりやすく発表するなど，積極的に学習している」

教児地⇒肯定的回答９０％以上

保  ⇒肯定的回答８５％以上
	1 学習課題の提示の仕方や教材を
工夫する。
・児童が興味・関心をもって取り組めるような学習活動の工夫・改善を推進する。

2 基礎基本の確実な定着を図る

・少人数指導・習熟度別学習等の工夫をする。
・発表や話し合いの仕方，ノートの活用法等を系統的に発展的に指導していく。

	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９６．８
８９．３
１００
８６．７
９３．７
８５．９
１００
９２．３
　▲数値目標　未達成（児童）
【次年度の方針】

今年度の研究を生かし，話合いの場を工夫し充実させるとともに，引き続き基礎・基本の定着を図っていく。また，授業参観やオープンスクール等で児童が活発に発言できる場を設けるなど，児童の良さが保護者に伝わるような工夫をする。

	
	
	A14　児童は，落ち着いて学習に取り組んでいる。

【数値指標】

「児童は，授業中に先生や友達の話をよく聞くなど，落ち着いて学習している」
⇒肯定的回答９０％以上
	1 学習習慣の確立を図る。

・基本的な学習の決まりを作成し，定着を図る。

・授業に興味関心がもてるよう，指導方法を工夫していく。

・家庭と連携をして，学習習慣の確立を図る。


	Ｂ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９３．５
８６．５
１００
８２．９
１００
８８．８
１００
８５．３
　▲数値目標　未達成（保護者・児童）
【次年度の方針】

本年度に引き続き，「基本的な学習のきまり」を時々確認し，振り返る場を設け，児童の意識を高めて，学習習慣が定着するよう指導していく。特に，「聞く」ことに重点を置く。

	
	
	B３　児童は，家庭学習の習慣を身に付けている。
児「自分は，宿題や自主学習を目標とする時間以上にやっている」

保「自分の子どもは，宿題（自主学習）を含めた家庭学習を目標時間以上やっている」

教児⇒肯定的回答８５％以上　　　
保　⇒肯定的回答６０％以上

	①家庭学習の習慣が身に付くよう
う，個々に指導を進めていく。
・スタンダードに基づき，発達段階にあった家庭学習の時間の確保を図ったり，課題の内容を充実させたりして基本的な学習態度の定着に努める。
・学習をしてきた内容に対して，適切な指導助言をしていく。

・家庭学習が進められない児童に対しては，家庭と連携を取りながら指導を続けていく。


	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

８３．９
４９．０
７８．９
８０．６
５５．２
８１．１
　▲数値目標　未達成（教職員・保護者・児童）
【次年度の方針】

昨年度から取り上げた内容である。保護者の肯定的回答が児童教職員をかなり下回っている。次年度は，「家庭学習」の範囲のとらえ方の共通理解を図ることと，「目標とする時間」を明確に示し，発達段階に応じた学習方法や内容を引き続き指導していきたい。

	本校の特色・課題

等
	B４　児童は食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けている。

児「自分は，食事のマナーや習慣をきちんと身に付けている」

保「自分の子どもは，食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けている」　
地「児童は，食事のマナーや食習慣をきちんと身に付けている」　
⇒肯定的回答９０％以上
	1 給食指導の充実を図る。
・マナー指導，偏食指導，栄養指導，衛生指導の充実を図る。

・交流給食を推進する。

・保護者との連携を図り，学校から情報を発信していく。


	Ａ
	【達成状況】
教職員

保護者

地域住民

児　童

９０．３
６０．２
１００
９１．９
９６．８
９１．２
９２．３
８５．９
　▲数値目標　未達成（保護者）
【次年度の方針】

昨年同様，児童には給食の時間にマナー指導を丁寧に行っていく。食事のマナーについては，職員が共通すべき事項を再確認するとともに，保護者の方にもお知らせしていく。また，アンケートなどで家庭での食に関する児童の様子を把握し，学級での指導に生かしていく。


〔総合的な評価〕
※地域学校園内で共通する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。
	・　学校は，保護者や地域住民の方々から，学校教育活動全般に関して概ね肯定的評価を受けている。児童は，意欲的に学校生活を過ごし，充実感を得ることができていると思われる。しかし，肯定的な回答が低い項目に関しては，次年度の課題として効果的な具体策を教職員全員で考え，改善を図っていきたい。

・　特に肯定的回答の低い項目は，昨年度に引き続き，㋐「規範意識」㋑「あいさつ」「言葉遣い」㋒「栄養のバランスを考えた食事・好き嫌いのない食事」「食事のマナー・習慣の定着」㋓「家庭学習の習慣の定着」である。

・　㋐の「規範意識」については，児童と教職員が昨年度の回答が昨年度より低くなっている。自分自身を振り返るとともに，周りの様子を見て感じているようである。

・　㋑の「あいさつ・言葉遣い」については，児童は８６％，７６％と，昨年度より６～９％低くなっている。児童自身はある程度できていると回答しているのに対し，保護者や教職員の肯定的な回答はどちらも不十分な結果であった。また，言葉遣いについては，児童と教職員の回答が昨年度より低くなっている。日常生活全般について考えていく必要がある。
・　㋒の「栄養のバランスを考えた食事・好き嫌いのない食事」は，児童の肯定的回答が８０％台であったのに対し，保護者の肯定的回答は７０％と少し低い。学校給食では自ら考えて食事をしているが，自宅ではまだまだ不十分という結果になった。特に「食事のマナー・習慣の定着」については，児童・教職員が９０％台であるのに対し，保護者は６０％台と大きな開きがある。家庭では気が緩み，マナーを考えながら食事ができないのかもしれない。これからはさらに家庭との連携が必要であると考える。
・　㋓の本校独自のアンケート「家庭学習の習慣」については，児童の肯定的回答が７８％であるのに対し，保護者は４９％と昨年よりも低くなった。児童自身は家庭学習を概ねやっていると評価しているが，保護者はまだまだ不十分であると判断している。
・　今年度，２階の児童用トイレの全面改修，南校舎の外壁改修塗装をしていただいたり，それに加えてＰＴＡ奉仕作業による北校舎３階の教室・廊下の掲示板をきれいに貼り直していただいたりと，改善されつつある。しかしながら，施設・設備の老朽化は目立ち，まだまだ不衛生な印象を与えている場所がまだある。



	


６　学校関係者評価

	・　子どもたちは学校内では、元気に笑顔であいさつができる。また、朝よりも下校時のほうが元気な声が聞こえる。しかし、上の学年になってくると、恥ずかしがってなかなか声が出ないようだ。この改善が必要だ。

・　「地域協議会」主催で６年生の学級ごとに「あいさつと言葉遣い」について「子ども議会」で話し合った。そこで提言を作り、全児童に配付するとともに地域に回覧したところ、その後、家庭内で児童が自らあいさつをするようになってきたということで、とても良い取り組みであった。
・　「子ども議会」のような授業に、保護者の方がもっと出席してくれるとよい。

・　食事のマナー、食習慣については、家庭での支援も必要である。身近に接する保護者が声をかけるといい。

・　家庭学習については、学校から出る宿題の量も関係してくる。もっと宿題を出してほしいという考えもある。また、自主学習も大切にしてほしい。

・　地域と学校がさらに交流を深めていけるようにするとよい。


７　まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）　
※地域学校園内で共通する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。
	・　あいさつ、言葉遣いについては，日常の指導を充実させるために、さらに学校・家庭・地域が連携協力して取り組んでいけるようにしていきたい。学校内での「あいさつ運動」がマンネリ化しないよう手立てを工夫していく。
○　陽南地域学校園でも手を組み、中学生が来校して本校児童と一緒に朝のあいさつ運動を実践したが、地域全体であいさつが上手にできるよう、今後も継続していきたい。
・　次年度も授業参観時に「子ども議会」を実施し、児童と保護者と地域が一体となって、児童がより成長できるようにしていきたい。

・　家庭学習については，「家庭学習」の範囲のとらえ方の共通理解を図ることと，また，「目標とする時間」を各学年で明確に示し，発達段階に応じた学習方法や内容を引き続き指導していきたい。

・　今後も、学習しやすい潤いのある学校づくりに努めていきたい。施設・設備の老朽化に伴う不具合については、本年度もかなり改善していただいているところではあるが、次年度も引き続き改善の要望を市に依頼していく。
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